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終末 個
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【資料１】市内の外国にルーツをもつ児童の国名 (50 音順 )
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・一皿にスプーン５本の写真は、子どもたちにとってインパクトがあり、世界の食料事
情を知らせることができた。また、写真の中のスプーンと皿の比や品数、残食量、地
面に皿が置かれている状況など、子どもによって様々な観点からの発言があり、多角
的な学びにつながったと思う。
・本校の給食残飯写真は、学習の動機付けになり、子どもたちの実践意欲がより一層高
まったように感じた。また、残食が何人分に当たるかを示したことにより、子どもた
ちも身近な実態が具体的に把握でき、残食の多さに驚いたり、飢餓の人々を思いなが
ら考えたりすることができた。
・ハンガーマップ上に外国にルーツをもつ子どもの国旗を貼った画像からは、10年後
(2030年)の自分を想像して全世界の様々な国の人々と関わりについて考えさせること
ができた。

・NHK for schoolの子ども向けに制作された動画は、大変使い易く、子どもが理解しや
すい内容になっていると改めて感じた。今回のように必要なシーンだけを選抜して見
せることによって、子どもは集中を維持でき、またねらいに沿った授業を展開できる
ことがわかった。

【資料２】第２時の板書

【資料３】第３時の板書の一部
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【資料４】第２時のワークシート（ランチプレート型）と子どもたちのふり返り
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【資料１】静岡平和資料センターとの連携（第２時）

実際の地名を示しながら説明 絵を見せながら人々の様子を説明
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板書

【資料２】「平和のとりでを築く」（第３時） 出典「光村」

本文
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話し合いの板書

【資料３】子どもの意見文より抜粋（第 11時）
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(7-2) This picture looks 形容詞 (7-3) We will give them 名詞
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平和教育

4 4 4 4 4 4

「地球的問題群」とは、本研究委員会の共同研究者である伊藤恭彦先生が提唱した言葉です。
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